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生き生き感性アート
―臨床美術入門講座（2025前期）―

講座日時 金曜日（全3回）10：30～12：00【90分】
定　　員 各日30名
受 講 料 ≪一般≫6,000円　≪在学生≫3,000円
持 ち 物 作品を持ち帰る袋

保坂　遊（子ども支援学部教授）

❶6月20日（金）アンスリウムを描く
　南国の雰囲気を感じながら、熱帯植
物独特の色彩、形、質感を表現します。

❷7月 4日（金）ストライプコンポジション
　赤色の画面に描いたストライプをコ
ラージュで再構成することで、新たな
反復する線のリズムのデザインを楽し
みます。

❸8月29日（金）ガラス絵サボテン
　ガラスに広げた絵の具をふき取り、
スクラッチによる線や点により、さま
ざまなサボテンの形を表現します。

講 座 内 容

開 催 日 講師プロフィール

　「臨床美術」とは、豊かな感性と創造力を引き出す独自のアートプログラムを用いて美術創作を楽し
むそのプロセスによって、認知症ケア、介護予防、また保育・教育現場、また様々な子どもへの実践
へとニーズが広がっているアートセラピーです。「生き生き感性アート」も3年目を迎えることができま
した。毎回それぞれのテーマに沿って、五感で感じたことをユニークな手法によって制作しながら、個
性溢れる美術表現の世界を皆さんと一緒に楽しみましょう。

　東京家政大学子ども支援学部長　子ども支援
学科教授　臨床美術士1級　彫刻家　臨床美術学
会／日本臨床美術協会副会長
　大学で彫刻を学び、大学院では社会福祉学を学
ぶ。幼児の造形表現教育に携わりながら，臨床美
術の普及のため、沖縄県、宮城県での活動を経て、
2014年より本学子ども学部に着任。科研費「多
職種協働による芸術保育を主軸とした日常保育実
践モデルの開発」、「発達支援プログラムとしての
美術表現活動の確立へ向けた脳内ネットワークの
解析」等の研究を推進し、美術が教育―福祉―医
療に果たせる役割をテーマとして探求している。
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※本講座は1回ずつの受講が可能です。申込の際、希望日
を明記ください。希望日の記載がない場合は全3回の申
込といたします。  受講料は1回につき《一般》2,000円
《在学生》1,000円となります。

1回目 2回目 3回目
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俳句の実作と鑑賞
―日々の感動をことばに―

講座日時 土曜日（全2回）13：30～15：00【90分】
定　　員 20名
受 講 料 ≪一般≫4,000円　≪在学生≫2,000円
持 ち 物 筆記用具、ノート

𠮷野　裕之（東京家政大学共通教育推進部非常勤講師・俳人）

❶6月14日（土）俳句の基礎と近世・近代
の名句鑑賞

　俳句の約束事や作り方のポイントの説
明、近世・近代の名句の解説。
❷6月28日（土）俳句の実作と現代の名句

鑑賞
　受講生の俳句を講師が講評。加えて、
現代の名句の解説。
※宿題として、各自俳句2句を作り、当
日持参、提出していただきます。

講 座 内 容

開 催 日

講師プロフィール

　俳句の魅力は、五七五という小さな器にもかかわらず、めぐる季節の美しさや日々の生活の中に隠
れているたくさんの感動を私たちに気づかせてくれることです。俳句を学ぶと、見慣れた風景も新鮮
な表情を見せてくれます。
　この講座では、「実作」と「鑑賞」を通して、俳句の作り方を基礎から学ぶとともに、日本語や日本
文化のすばらしさを再発見しながら、ことばで表現する力を深めていきます。また、初心者の方も経
験者の方も一緒に楽しみながら学べるよう進めていきます。

　1961年横浜生まれ。大学院在学中に作句を
はじめ、今村俊三（桃滴舎主宰）、岸田稚魚（琅
玕主宰）、岡井省二（槐主宰）に学ぶ。俳句のほか、
短歌、まちづくり、NPOなどの分野でも実践と
評論活動を行っている。著書に『空間和音』『博
物学者』『Yの森』『ざわめく卵』『砂丘の魚』など。
ウェブサイト「俳句工房［ZA］」（http://a-un. 
art.coocan.jp/za/）を運営。俳人協会会員、
日本文藝家協会会員。
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